
照山裕爾の経歴

1986 年 リクルートに入社
中途採用求人広告を制作
制作マネジャーとして制作システムのテスト運用を実施（NewsCaster、EDIAN等）

1993 年 アオキインターナショナル（紳士服量販店）販促部次長
社内制作セクションを立ち上げる（それまでは100％外注）　DTP化を推進
チラシ、店内外の掲示物、TVCFなどを制作

1994 年 キャリアデザインセンター制作部部長
雑誌 type 創刊に参加
求人広告ページ制作のための組織づくり、仕組みづくり、ルールづくり等を担当

1995 年 有限会社ミニマム設立
広告等の企画・制作（コピー・デザイン・DTP作業）をおこなう
ワークスコーポレーション「DTPworld」創刊に参加
（Adobe、Quark、タイプバンク、Microsoft 等の小冊子制作を担当）

1999 年〜 2005 年 DTP検定（ワークスコーポレーション・日本経営協会）に立ち上げより参加
検定の種別や合格条件など基本枠組みの設定、試験問題作成、
公式ガイドブック執筆、インストラクター育成、教材開発、CBT試験立ち上げ等をおこなう

2005 年〜 2009 年 MdNスクール・オブ・デザイン講師（DTPコース）

2009 年〜 レクシスネクシス社が出版する専門書の組版業務


